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（応募領域の研究概要） 

金属 3D ﾌﾟﾘﾝﾄ（3DP）で発現が見出された電子ﾋﾞｰﾑやﾚｰｻﾞｰによる局所加熱で発生する超温度場で

の溶融・凝固における｢超高速ｴﾋﾟﾀｷｼｬﾙ成長｣などの特異な結晶成長のﾒｶﾆｽﾞﾑを､絶対安定性の存在

などに注目して、高速度光学温度場解析､放射光X線透過ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ､超時間分解能透過電子顕微鏡内

ﾚｰｻﾞｰ照射実験などの高度なその場観察実験と､それらと高精度に整合させた､熱流体力学計算、ﾌｪｰ

ｽﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ計算､分子動力学計算による数値ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝで解明する｡さらに、それらが産むﾌﾟﾛｾｽ-組織-

構造-性能相関のﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀを人工知能により解析し､3DP による高品質単結晶化などの新規材料創

成に資する超温度場材料創成学を構築し、材料学に大きな変革をもたらす｡ 

 

（審査結果の所見） 

本研究領域は、電子ビームやレーザビームによる局所加熱で発生する超温度場を利用して、単結

晶化や結晶方位制御を行うことを目的としている。従来のバルク状単結晶の作製法と異なり、高い

成長速度で単結晶化できること、しかも三次元プリント(3DP)造形技術を利用するため多様な形状

へ適応できることから新規性の高い研究となっている。偏析のない均一な特性を有する材料創製が

期待できる造形技術であり、また、金属や合金のみではなく、セラミックス、半導体、金属有機構

造体など種々材料への展開も秘めており、挑戦的な研究である。 

一方で、本研究領域には超温度場を利用した結晶制御に対する新しい学理の構築が期待される。

各計画研究間の緊密な連携を図り、領域総体としていかにそれを構築できるかが重要な課題となる。 


